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219号7月2026年
令和8年会員会社だより

サンド株式会社
https://www.sandoz.jp/

【企業理念】
Pioneering Access for Patients（患者さんの医薬品アクセスを開拓する）

：
：
：
：

創 業 年
代表取締役社長
本 社 所 在 地
従 業 員 数

2006年（日本法人）
石井 洋平
東京都港区虎ノ門1丁目23番1号虎ノ門ヒルズ森タワー
約270名（2026年7月）
※サンドファーマ株式会社も含めた数

　サンドはスイスのバーゼルに本社を置く、ジェネリック医薬品とバイオシミラーのグローバルリーダー

です。世界100カ国以上の国籍を持つ20,000人を超える従業員が一丸となって、世界で約10億人の患者

さんに医薬品をお届けし、世界の医療費の大幅な削減と、大きな社会的インパクトを生み出しています。

　サンドグローバルの歴史は、1886年にスイスのバーゼルに設立された合成染料製造会社「ケルン&サ

ンド」社に遡ります。以来、1929年にサンドカルシウム、1951年に世界初の経口ペニシリン製剤、1980

年に世界初の遺伝子組換え型インターフェロン・アルファ、2006年には世界初のバイオシミラーを上市

するなど、数々の「世界初」を世に送り出し、科学の飛躍的進歩に貢献してまいりました。2026年、サンド

はバイオシミラー上市20周年、抗生物質製造80周年、創業140年の節目を迎えます。

　日本では、2006年にサンド株式会社として事業を開始して以来、高品質なバイオシミラーとジェネ

リック医薬品を日本の医療現場に提供してまいりました。2023年10月、サンドはノバルティスグループ

から完全分離し、独立企業としてスイス証券取引所に上場しました。独立によって、より戦略的に注力事

業を絞り込み、機動力を高め、より明確な事業目標を設定することが可能になりました。

　バイオシミラーおよびジェネリック医薬品のグローバルリーダー企業として、サンドは引き続き製品

の安定供給に全力で取り組んでまいります。また、日本の患者さん、医療従事者、そして持続可能な医療制

度の実現に貢献できるよう、全社一丸となって取り組む所存でございます。

　皆様方におかれましては引き続き変わらぬご指導ご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上

げます。
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219号7月2026年
令和8年賛助会員から

CBC株式会社 

　賛助会員として日本ジェネリック製薬協会に入会いたしました、CBC株式会社でございます。

　弊社は1925年、化学品専門商社として歩みを始めました。染料や工業用化学品の輸入販売を出発点

に、戦後は石油化学をはじめ、光学・農業など多様な分野へ事業を広げ、商社としての基盤を築いてまい

りました。1973年の石油危機を転機として、弊社はモノを動かすだけの商社にとどまらず、商流の源流

であるモノづくりそのものへと踏み込み、こうして化学品で培った品質管理と海外ネットワークの強み

は、やがて新たな領域で活かされていきます。社会の高齢化が世界共通の課題となるなか、弊社は高い品

質基準が求められる医薬品分野への進出を図りました。1999年には、社名を「中外貿易株式会社」から

「CBC株式会社」へと改め、世界へと事業を広げ、真のグローバルカンパニーを目指して進化を続けてま

いります。その大きな結実が、2006年のイタリアの医薬品受託開発製造機関（CDMO）であるProcos 

S.p.A.の子会社化です。これにより弊社は、商社機能に加えて自ら原薬を生み出すメーカー機能を獲得

し、「開発型創造商社」へと発展を遂げました。

　子会社のProcos S.p.A.は、受託合成とジェネリック原薬の製造を中核事業とし、長年培ってきた合成

技術を強みに、日本のみならず米国・欧州・アジアの各市場へと事業を広げております。弊社のグローバ

ルネットワークと結びつくことで、原薬の開発から製造・供給までを一貫して担う体制を支えておりま

す。

　現在、弊社は世界約20ヵ国・50拠点にネットワークを広げ、「化学」「医・農薬」「光学」の三分野を基

盤として、かつて志した真のグローバルカンパニーへと成長を続けております。なかでも医薬品事業で

は、世界各地のネットワークとメーカー機能を活かし、原料・中間体・原薬・製剤の供給にとどまらず、

品質管理やレギュラトリー対応までを一貫して支援いたしております。

　弊社がとりわけ力を注いでおりますのが、医薬品原薬の安定供給でございます。世界各国の原薬メー

カーの販売代理店・国内管理人として、競争力のある高品質な原薬を安定的にお届けできるよう、日々尽

力しております。その安定供給を品質の面から支えているのが、神奈川県川崎市のかながわサイエンス

パーク（KSP）内の「医薬品分析センター」でございます。GMP要件に適合した試験検査施設として各サ

プライヤーから調達する原薬の品質試験を行っております。

　弊社は製造・品質管理を徹底し、コンプライアンス・ガバナンスを遵守しながら、これからも人々の健

CBC株式会社
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賛助会員から 219号7月2026年
令和8年

康と福祉に貢献すべく、安定供給の責務をしっかりと果たす所存でございます。

　さて、最後になりましたが、弊社は2025年に創業100周年を迎えることができました。これもひとえ

に、お客さまやパートナーの皆さま、そしてこれまでご支援を賜りましたすべての皆さまのお力添えの賜

物と、深く感謝いたしております。「Challenges Bring Changes.（挑戦から新しい変革を。）」を合言

葉に、次の100年も「共存共栄」の企業理念のもと、新たな挑戦をしてまいります。今後とも、何卒ご支援

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

CBC株式会社
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219号7月2026年
令和8年お知らせ

環境委員会

　先般、当協会にて広く公募をいたしました「日本ジェネリック製薬協会環境ポスター・キャッチコ

ピー」につきまして、当協会環境委員会にて応募総数709点の作品の中から厳正な審査の結果、以下の作

品が入選作品として選出され、理事会にて承認されました。

　たくさんのご応募ありがとうございました。

2026年度環境ポスター・
キャッチコピー入選作品 
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お知らせ 219号7月2026年
令和8年

　GE薬協では、環境問題に係る啓発活動の一環として、環境ポスターに掲載する「キャッチコピー」を公

募するとともに、作成したポスターを会員各社に配布し、環境問題に関する普及啓発へのご理解・ご協力

をお願いしております。

環境委員会

【2026年度環境ポスター】
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お知らせ 219号7月2026年
令和8年

環境ポスターキャッチコピー 
「あなたが変える地球の未来

あなたが守る地球の健康」について

　この度は、環境ポスターキャッチコピーにおいて最優秀賞にご選考いただき、誠にありがとうございま

す。

　本取組みには開始当初から毎回応募しておりましたが、今回初めての入賞、それも最優秀賞をいただ

き、大変驚いております。まさに「継続は力なり」だと身をもって実感いたしました。

　今回の標語は、「シンプルでわかりやすいこと」を意識して作成しました。

　前半の「あなたが変える」には、環境問題を他人事ではなく「自分事」として捉え、私たちの行動一つひ

とつが地球の未来を良くも悪くも変えられるのだ、という自覚を持ってほしいという願いを込めていま

す。

　また、後半の「地球の健康」という表現は、私たちが製薬産業に従事しているからこそ生まれた言葉で

す。日頃から人々の健康を気遣うように、私たちが生きる基盤である地球環境の健康にも、同じように目

を向けてほしいという思いを託しました。

　現在、地球環境は私たちが想像している以上に切実な状況に直面しています。このポスターやキャッチ

コピーが、一人ひとりの意識を変える小さなきっかけとなり、健やかな地球を次の世代へ引き継いでいく

一助となれば幸いです。

沢井製薬株式会社
海宝 徹
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219号7月2026年
令和8年お知らせ

令和9年の当協会の行事スケジュールが下記のとおり決まりましたのでお知らせいたします。

1月26日（火）　新年講演会・賀詞交歓会

3月17日（水）　臨時総会

5月25日（火）　定期総会・特別講演会

会員各社におかれましては、スケジュールのご調整をお願いいたします。

令和9年GE薬協行事予定について
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219号7月2026年
令和8年医療制度関連情報

TOPICS

【会議等情報】

●中央社会保険医療協議会総会

＜6月24日 第651回＞

議題

1. 入院・外来医療等の調査・評価分科会からの報告について

2. 費用対効果評価専門組織からの報告について

3. 医療機器及び臨床検査の保険適用について

4. 再生医療等製品の医療保険上の取扱いについて

5. 最適使用推進ガイドラインについて（報告）

6. 診療報酬改定結果検証部会からの報告について

7. 先進医療会議からの報告について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_74036.html

●社会保障審議会（医療保険部会）

＜6月18日 第212回＞

議題

1. 健康保険法等の一部を改正する法律（令和8年法律第31号）の成立について

2. OTC類似薬の保険給付の見直しの実施に向けた技術的検討会について

3. マイナ保険証の円滑な利用について

4. 年金額の改定を踏まえた自己負担の所得区分における基準額の調整について

5. 医療費における保険給付率と患者負担率のバランス等の定期的な見える化について

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_73929.html

●経済財政諮問会議

＜6月25日 第9回＞

議題

1. 予算編成の抜本的見直しに向けて

2. 経済財政運営と改革の基本方針（骨子案）について

掲載ページ：https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2026/0625agenda.html

＜6月30日 第10回＞

議題

経済財政運営と改革の基本方針（骨太方針）に向けて

掲載ページ：https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2026/0630agenda.html
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医療制度関連情報
TOPICS

219号7月2026年
令和8年

●OTC類似薬の保険給付の見直しの実施に向けた技術的検討会

＜6月25日 第1回＞

議題

1. 本検討会の進め方

2. これまでの議論

3. 基本的な考え方

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/index_00149.html

●薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について

＜令和8年7月15日適用＞

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/topics/2026/04/tp20260401-01.html

●令和8年度診療報酬改定について

厚生労働省 令和8年度診療報酬改定ページ：

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67729.html

について、前月掲載以降に下記の通り更新がありました。

第3 関係法令・通知等（1）共通

令和8年4月以降の改正に関しては別途、下記ページにまとめられています。

・令和8年度診療報酬改定について（令和8年4月以降の改正分）

掲載ページ：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00074.html

1. 算定方法・施設基準

・診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について（通知）

　・医科点数表 （6月19日訂正後）

　・調剤点数表 （6月19日訂正後）

　・様式（医科） （6月19日訂正後）

・基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて（6月19日訂正後）

・特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて（6月19日訂正後）

　・様式95～ 100 （6月19日訂正後）

　・様式103・104（調剤） （6月19日訂正後）

2. 療養担当規則・訪問看護基準省令
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医療制度関連情報
TOPICS

219号7月2026年
令和8年

・保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則第2条の3の2第1項に規定する 経済上の利益の提供による誘引

の禁止について（令和8年6月23日保険局医療課事務連絡）

・保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則第2条の3の2第2項に規定する 経済上の利益の提供による誘引

の禁止について（令和8年6月23日保険局医療課事務連絡）

3. 疑義解釈・訂正通知

・疑義解釈資料の送付について（その8）　（6月17日）

・疑義解釈資料の送付について（その9）　（6月26日）

・令和8年度診療報酬改定関連通知及び官報掲載事項の一部訂正について（6月19日）

5. その他

・「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について（6月19日訂正後）

　・別表Ⅰ （6月19日訂正後）

　・別表Ⅱ （6月19日訂正後）

　・別表Ⅴ （6月19日訂正後）

　・別表Ⅰ（訪問看護） （6月19日訂正後）

・災害発生時における保険診療関係等及び診療報酬の取扱いについて（令和8年3月31日保医発0331第

2号）（0626訂正後）

・「災害発生時における保険診療関係等及び診療報酬の取扱いについて」の一部訂正について（6月26日）

・保険医療機関等の遡及指定及び機能移転の取扱いについて（6月5日保医発0605第2号）
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知っ得  豆知識！
219号7月2026年

令和8年

　家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよう、医療機関や薬局の窓口で支払う医療費

が上限額を超えた場合、その超えた額を支給する「高額療養費制度」があります。1) 高齢化や高額薬剤の

普及等により高額療養費の総額は年々増加しており、結果として現役世代を中心とした保険料が増加し

てきました。2)

　そこで、令和8年8月からと令和9年8月からの2段階に分けて高額療養費制度の見直しが実施されるこ

ととなりました。

　高額療養費制度の在り方について検討する場として、社会保障審議会医療保険部会の下に、高額療養費

制度の在り方に関する専門委員会が令和7年5月に設置されました。専門委員会では、患者団体・保険者

等からのヒアリングを丁寧に実施した上で、具体的な高額療養費制度の在り方に関して集中的に議論を

行い、「高額療養費制度の見直しの基本的な考え方（令和7年12月16日）」がまとめられました。3)

　この考え方を踏まえ、高額療養費のセーフティネット機能に鑑み、長期療養者や低所得者の経済的負担

の在り方に配慮しつつ、制度を将来にわたって堅持していくための高額療養費制度の見直しが行われま

す。4)

 

高額療養費制度の見直しについて 　なお、現行の制度については、過去の知っ得！豆知識も参考にしてください。5)

※1 「多数回該当」とは、直近12か月の間に高額療養費に該当した月が3か月以上ある場合は、4か月目以降は自己負担限度額が更

に軽減される仕組みです。今回の見直しでは、長期に継続して治療を受けられている方の経済的負担を増加させないために、

「多数回該当」の金額を据え置くこととしています。

※2 月ごとの自己負担額が積み上がっても、年間の上限額に達した後は、それ以上の医療費については、保険者から還付を受けるこ

とができます。（年間とは、8月から翌年7月までを指します。）

＜引用＞

1）厚生労働省 「高額療養費制度を利用される皆さまへ」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/kougakuiryou/index.html

2）第192回社会保障審議会医療保険部会　資料2「高額療養費制度の見直しについて」　令和7年1月23日

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001393881.pdf

3）高額療養費制度の在り方に関する専門委員会　「高額療養費制度の見直しの基本的な考え方」　令和7年12月16日

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001613051.pdf

4）厚生労働省 「高額療養費制度の見直しについて（令和8年8月診療分から）」

https://www.mhlw.go.jp/content/001715427.pdf

＜参考情報＞

5）日本ジェネリック製薬協会　JGAニュース2018年5月（121号）　知っ得！豆知識「高額療養費制度」
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https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001393881.pdf

3）高額療養費制度の在り方に関する専門委員会　「高額療養費制度の見直しの基本的な考え方」　令和7年12月16日

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001613051.pdf
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令和8年活動案内

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

WEB併用

品質委員会教育研修部会
知的財産委員会
国際委員会
流通適正化委員会
信頼性向上PJ（MR教育研修検討チーム会議）
倫理委員会
総務委員会
品質委員会（幹事会）
薬価委員会（幹事会）
バイオシミラー委員会
COP委員会
広報委員会ニュース・講演部会
正副会長会・理事会
安定供給責任者会議
薬制委員会（幹事会）
薬価委員会（幹事会）
安全性委員会（幹事会）
安全性委員会全体会議
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
政策実務委員会

東京理科大学森戸記念館
WEB開催のみ

ライフサイエンスビル
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
WEB開催のみ

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

ライフサイエンスハブ
富山県民会館

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃
〃
〃

2日
3日

4日
5日
9日
12日

15日
17日

18日
19日

23日
24日

25日

開催日 委員会 開催場所

6月

今月の予定

日誌

知的財産委員会
薬事関連委員連絡会
総務委員会
倫理委員会
薬価委員会（幹事会）
薬価委員会
くすり相談委員会
正副会長会・理事会
安定供給責任者会議
環境委員会
安全性委員会（幹事会）
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
政策実務委員会
品質委員会（幹事会）
品質委員会全体会議
品質委員会教育研修部会
薬価委員会（幹事会）
薬制委員会（幹事会）
薬制委員会全体会議

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
WEB開催のみ

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃
〃

ライフサイエンスビル
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃
〃
〃
〃

東京理科大学森戸記念館
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

1日
6日
7日
8日
9日

14日
16日
17日

22日

23日
24日

28日

29日

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

開催日 委員会 開催場所 WEB併用

7月
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スポーツ観戦を通して 

　ワールドカップが盛り上がっています。普段はあまりサッカーを見ない方でも、ニュースや会話の中で試合

結果が気になったり、気づけばテレビの前で応援していたりすることがあるのではないでしょうか。私自身

も、最初は何となく見始めたつもりが、いつの間にか試合の展開に一喜一憂しています。

　両親の影響もあり、子供のころからサッカーを見る機会が多く、4年に1度の祭典、今回のワールドカップ

も日本代表の試合を中心に、楽しんで観戦しています。ただ今回の開催は北中米となっており、時差の関係

で夜中や朝方開催のため、毎日寝不足の方も多いと思います。この記事を書いているタイミングは日本がグ

ループリーグを突破したところ、今大会の優勝はどこの国になるでしょうか。

　ワールドカップは世界中で注目されるスポーツイベントの一つで、国や地域を越えて多くの人が同じ試合

に熱中する姿は、改めてその影響力の大きさを感じさせます。選手たちの華やかなプレーに目が向きます

が、その裏には日々の積み重ねや仲間との連携、互いへの信頼があるのだと思うと、さらに見入ってしまい

ます。また、普段はあまり話す機会のない人とも、スポーツの話題をきっかけに会話が広がるのも、こうした

イベントの魅力の一つかもしれません。

　日々の仕事も、一人で進めるのではなく、多くの人と支え合いながら成り立っていることを改めて感じま

す。今回のJGAニュースも、皆さまに読んでいただけたら嬉しいです。 
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